
 

 

 

 

 

『 新年度スタート 』 

校長  福 田 雅 子 

野道や家々のプランターも色とりどりの花に溢れて、春は幸せな気分になります。平成 31 年度が始まりま

した。といっても、この平成の時代もあと僅か。皆さんも既にご存知の通り、４月１日新元号が発表されました。

５月から令和元年、新しい時代です。平成生まれの高校生の皆さんが令和の時代を創っていくことになりま

す。そういった意味でも、いつも以上に決意を新たにして、北松西高校も新年度をスタートいたしました。 

今回は先日挙行いたしました第 67 回の入学式の中で、新入生に向けた式辞の一部を抜粋してお伝えい

たします。 

【・・・未来を創造する新入生の皆さんには、次の三つのことを約束してほしいと思います。 

第一は、「学校は学びの場である」ということです。人は足りないものがあるから、不十分だから学びます。

学校はそれを満たすためにあるのです。北松西高校はあなた方の現状を受け取りはしますが、そのままを

肯定するわけではありません。何故なら私たちは皆さんの秘めた可能性を肯定するからです。可能性を肯定

して様々な学びの機会を準備したいと思います。 

第二に、「学校は小さな社会である」ということです。集団の中で自身を見つめ、他者を理解する場です。

従ってルールがありマナーが必要です。北松西高校をより良い社会にするための責任と役割を皆が共有し

ています。皆さん一人ひとりが場と状況を把握し、意識した行動をとるよう努めていかなければなりません。

私たちは皆さんを「大きな子ども」ではなく、「小さな大人」として受け止めたいと思います。 

第三に、「学校は楽しいところである」ということです。本当に楽しいというのは、どういうものかを考えてみ

てください。そして、楽しさはじっと待っていて与えられるものではありません。自ら行動し、時に失敗し困難に

ぶつかりながら創りだすものです。本物の楽しさを得るために主体的に参加し活動してください。皆さんに

とっての北松西高校はこれからが始まりです。あなた方が創り上げます。小さな社会である学校を本当に楽

しいものにするためには、自分がどうすればよいのか考えてください。私たちは皆さんの個性を尊重し見守り

ます。 

そして入学に際し、私は皆さんに「理想を掲げる」ことを求めたいと思います。「自分自身の志を立てよ」と

いうことです。自分はどのような人間になりたいのか。自分自身はどのような生き方をしていきたいのか。そ

して、それを実現するためにこそ、この北松西高校での学びがあるのです。 

勿論、高校生活は始まったばかりです。失敗もあるでしょう。思い通りにいかなくて悔し涙をながすこともあ

るかもしれません。しかし、大切なことは失敗しないことではありません。失敗しても投げ出したりしないで、

大切なことは何かを学び、自分に足りなかったことは何かを考え、より高い

ところ、一歩前へ自分を高めようとすること、成長させていくことです。その

ためにこそ人は学ぶといっても過言ではありません。この学び舎には友が

いて、そして先生方が見守っていることを忘れないでください。】 

新入生の皆さんの本校での三年間が、若者らしい広大な夢と希望に満

ちた、実り多きものであることを心から願っています。 

５月の行事予定 
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陸上部佐世保市民選手権 
避難訓練 
考査時間割発表、朝学タイム開始、胸部レントゲン、心電図検査 
生徒総会 
内科検診 
ＰＴＡ総会 
代休（5/12） 
中間考査（～16日） 
野球部 NHK杯地区予選(～26日)、陸上部県選手権（～19日） 
高総体前短縮日課（～24日） 
吹奏楽部壮行式 
県高総文祭（吹奏楽～26日） 
代休（6/1） 
高総体壮行式 
耳鼻科検診 
生徒会役員選挙告示、主権者教育 
高総体総合開会式（諫早）、英検一次 

入学式 

春の日差しが降り注ぐ中、本校体育館にて入学式が行われました。国歌斉唱の後、新

入生１０名が福田校長から入学を許可されました。式辞では、「豊かな未来を切り拓くた

めに、求めて学び、考え、行動できるたくましい人間に成長すべく、日々主体的に努力

を続けてください。」と、校長が述べました。新入生代表のことばでは、博多屋心さん

が「それぞれの夢に向かって羽ばたくため、覚悟を持って頑張ります。」と決意を表明

しました。また在校生代表の永田宏紀くんが「日本の西の果ての小さな学校を、日本で

一番笑顔があふれる学校にしましょう。」と新入生を歓迎することばを贈りました。 
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委員任命式 

４月１８日（木）に委員任命式が実施されました。 

最初に各クラス HR委員、各種専門委員会委員長の発表および任命、次に各委員長が各

委員会の仕事内容、前期活動計画の発表をしました。 

各 HR委員と各種専門委員会委員長は以下のとおりです。 

HR委員 各種専門委員会 委員長 副委員長 書記 

１年１組 
遠山 彩香 HR 委員 門田 秀英 村中 敬一 遠山 彩香 

博多屋 心 体育委員 松永 海千郎 村中 夏美 古田 憂也 

２年１組 
村中 敬一 文化委員 護山 義孝 守山 一徳 﨑元 愛琴 

福﨑 結衣 保健美化委員 川村 希 藤松 義匡 川口 智哉 

３年１組 
門田 秀英 風紀委員 升水 遥平 神川 陸 出口 聡士 

筒井 尚史 図書委員 門脇 梢平 橋本 龍輝 福田 匡洋 

 

小中高合同歓迎遠足 

平成３１年４月１９日（金）に「小中高合

同歓迎遠足」が行われました。 

この行事は、小値賀地区小中高一貫教育と

して校種を越え各学校の親睦を深めることを

目的に毎年行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新転任の先生方    

新転任の先生方を紹介いたします。 （氏名：敬称略、教科等、前任校） 

松添 秀喜  

この度、教頭として赴任いたしました松添秀喜で

す。微力ではありますが、小値賀の子供たちのため、

これまでの経験を活かして、私なりに全力で頑張って

いこうと思います。どうぞ小値賀の皆様方、よろしく

お願いいたします。 

教 頭 

県教育 

センター 

嶋田 万将  

事務長として赴任しました嶋田万将です。最初は不

安もありましたが、小値賀の皆様の優しさのおかげ

で、すぐに小値賀が大好きになりました。北松西高校

及び小値賀島がますます盛り上がっていくよう頑張

りますので、よろしくお願いいたします。 

事務長 

大村工業 

砂田 一歩  

初めて小値賀に参りましたが、自然豊かで人もすご

くあたたかく、とても住みやすい町だなぁと思ったの

が第一印象です。一気に緊張が解けました。迷惑をか

けることもあると思いますが、これからよろしくお願

いします。 

英 語 

長崎工業 

日和 遼 
 佐世保に十年以上住んでおりましたが、「小値賀」

という町を初めて知りました。小値賀の事を早く知

り、「小値賀の良さ」を佐世保の方たちにピーアール

していきたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

養 護 

新規 

田代 亜沙実 
 こんにちは。事務補助と図書室担当の田代亜沙実で

す。母校なのでとても懐かしく嬉しく思います。図書

室で生徒が本に興味を持ち、楽しめるようにサポート

していきたいです。よろしくお願いします。 

 

事 務 

新規 

育児休暇より前田真希先生が復帰 

みなさんこんにちは。今年度より復帰しました。今後も小値賀の皆さんと一緒に音楽を通してい

ろんな景色を楽しんでいきたいと思います♪よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

編集後記 松のひとりごと・・・ 

２０１９年度が始まりました。今年度は１０名の新入生、５名の新転任の先生の新

しい顔が増えました。新しい仲間が早く北松西高校を好きになれるように、２・３年

生の皆さんはそれぞれのいいところや学校のいいところをたくさん見せてください。   

今年度は「平成」が終わり、「令和」へと変わります。それぞれがきちんと目標を

持ち、それを達成できる一年となるよう頑張っていきましょう。 

 

 

目的地到着      生徒会長による歓迎のことば     新一年生の紹介 

新一年生のパフォーマンス  小中高みんなでジャンケン列車   みんなで楽しく昼食 


